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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
開
幕
１
年
前
を

記
念
し
て
、
一
宮
海
岸
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
馬
淵
町

長
、
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
稲
葉

玲
王
さ
ん
が
出
演
し
、
大
会
へ

の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
来
場
者
参
加
に

よ
る
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
行

い
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ

る
海
洋
汚
染
の
軽
減
に
寄
与
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
一
宮
商
業

高
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
会
場

全
体
で
の
五
輪
音
頭
披
露
を
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
や
参
加

型
の
ア
ー
ト
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド

制
作
の
披
露
な
ど
、
サ
ー
フ
ィ

ン
に
触
れ
る
体
験
も
大
盛
況
で

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
来
場

者
全
員
で
「
①
」
の
人
文
字
撮

影
（
表
紙
の
写
真
）
を
行
い
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課

�

☎
（
42
）
２
１
８
０

２０２０年まであと１年！

▲　稲葉玲王プロによるトークショー

▲　出演者全員での記念撮影　（左から森英介衆議院議員秘書の藤江成光さん、一宮いっちゃん、おばたのお兄さん、 遠藤章造
さん（ココリコ）、稲葉玲王さん、町長、清水圭さん、チーバくん、横澤夏子さん）

▲　挨拶をする馬淵昌也町長

▲　ビーチクリーンで浜辺をきれいに▲　みんなで東京五輪音頭 -2020-
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ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
東
京
湾
で
釣
っ
た
イ
ワ
シ
な

ど
の
小
魚
か
ら
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
９
割
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
残
り
１
割
が
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
魚
を
人
が
摂
食
し
て
し
ま
い
、
胃
の
中
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
量
が
増
幅
し
て
い
く
と
、
将
来
的
に
人

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
食
へ
の
安
全
性
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
身
近
な「
脱
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」と
は
？

□　

レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
ず
、
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
持

ち
歩
く
。

□　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
使
わ
ず
、
マ
イ
ボ
ト
ル
や
給

水
器
を
利
用
す
る
。

□　

飲
み
物
を
買
う
と
き
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
は

な
く
瓶
を
選
択
す
る
。

□　

外
で
食
事
を
す
る
と
き
は
、
弁
当
や
惣
菜
を
買

う
の
で
は
な
く
、
飲

食
店
を
利
用
す
る
。

□　
ス
ト
ロ
ー
は
極
力
使

用
し
な
い
。

□　
洗
濯
バ
サ
ミ
は
ス
テ

ン
レ
ス
や
木
製
の
も

の
を
使
用
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用
を
極
力
控
え
ま
し
ょ

う
！

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
42
）４
５
７
４

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
っ
て
何
だ
ろ
う
？

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、
海
の
ご
み
の
８

割
を
占
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
水
路
や
川
を
通

じ
て
海
ま
で
到
達
し
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
後

に
、紫
外
線
や
熱
、波
の
力
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、

細
片
化
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

国
連
の
会
議
で
あ
る
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｐ（Joint 

G
roup of Experts on the Scientific 
A
sp
ects o

f M
arine Enviro

nm
ental 

Protection

）に
お
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
、
５
㎜
以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
定
義
し
て
い

ま
す
。

毎
年
何
百
万
ト
ン
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
へ
流

入
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は

海
か
ら
離
れ
た
内
陸
で
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ご

み
の「
ポ
イ
捨
て
」が
主
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
破
片
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
化
学
繊
維
や
マ
イ
ク
ロ

ビ
ー
ズ
な
ど
様
々
な
も
の
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
発
生
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
洋
生
物
や
人
に
与
え
る
影
響
と
は
？

食
物
連
鎖
を
通
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
生
態
系
の

隅
々
ま
で
広
が
る
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
小
さ
な

生
物
で
は
、
カ
ニ
や
牡
蠣
、
ム
ー
ル
貝
な
ど
か
ら
も

発
見
さ
れ
て
お
り
、
更
に
は
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も

体
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
ク
ジ
ラ
や
海
鳥
な
ど
の
大
き
な
生
物
が
摂
食
す
る

こ
と
で
体
内
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
蓄
積
し
て
し
ま
い

７
月
１１
日
、
一
宮
中
学
校
体
育
館
に
て
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
環
境
問
題
を
研
究
す
る
第
一

人
者
で
あ
る
東
京
農
工
大
学
高
田
秀
重
教
授
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
及
ぼ
す
自
然
破
壊
や
海
の
生
物
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

講
演
会
は
、
中
学
１
年
生
９７
人
が
対
象
で
し

た
が
、
保
護
者
や
小
学
校
の
先
生
ま
で
、
総
勢

１
１
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
次
の
よ
う
な
お

話
が
あ
り
ま
し
た

▲講演会での様子

▲マイクロプラスチック片

一宮クリーンシーズプログラム
〜中学生が環境問題について学びました〜
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る
歌
人
と
し
て
、
活
躍
の
場
を
広
げ
ま
し

た
。昭

和
48
年
（
１
９
７
３
）
に
食
道
が
ん

の
た
め
、
83
歳
で
死
去
。
生
前
に
作
詞
し

た
校
歌
の
数
は
日
本
全
国
で
２
０
０
曲
を

越
え
、
白
鳥
に
ま
つ
わ
る
文
学
碑
は
全
国

各
地
で
約
50
基
所
在
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
写
真
の
石
碑
で

す
。
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
建
立
さ

れ
た
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
東
浪

見
甚
句
の
石
碑
で
す
。

当
時
日
本
詩
人
連
盟
会
長
だ
っ
た
白
鳥

が
書
し
た
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
課�

☎
（
42
）
１
４
１
６

白し
ろ
と
り
せ
い
ご

鳥
省
吾
は
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）、

現
在
の
宮
城
県
栗
原
市
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
早
稲
田

大
学
を
卒
業
、
旧
制
中
学
在
学
中
よ
り
詩

を
作
り
始
め
て
お
り
、
詩
壇
デ
ビ
ュ
ー
は

大
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。
大
正
３
年
に

詩
集
『
世
界
の
一
人
』
を
自
費
出
版
し
て

詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
以
後
数
多
く
の

詩
集
や
民
謡
集
、
評
論
集
、
随
筆
集
、
童

話
を
発
表
し
、
民
衆
詩
派
の
詩
人
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

戦
時
中
の
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
４

月
、
東
浪
見
の
妻
の
実
家
（
現
在
の
遍
照

寺
付
近
）
へ
疎
開
し
ま
し
た
。

東
浪
見
で
は
、
東
浪
見
小
学
校
の
校
歌

や
「
一
宮
音
頭
」
の
作
詞
な
ど
、
多
く
の

学
校
の
校
歌
や
民
謡
な
ど
を
手
が
け
て
い

ま
す
。

戦
後
は
日
本
農
民
文
学
会
会
長
、
日
本

歌
謡
芸
術
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
ま

す
。
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
に
は
和
洋

女
子
大
学
教
授
に
就
任
、
日
本
を
代
表
す

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

No.38

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑮
」

白
鳥
省
吾
（
１
８
９
０
〜
１
９
７
３
）

一
宮
町
は
、
国
連
が
進
め
る「
ク
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
協
会
チ
ー
ム
の
一
員
で
す
。
そ
の
ク

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
、
一
宮
中
学

校
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚

染
に
つ
い
て
、
東
京
農
工
大
学
の
高
田
秀
重

教
授
に
よ
る
講
演
が
開
か
れ
、
わ
た
く
し
も

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

高
田
教
授
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
な
に

か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

海
の
中
に
流
れ
込
ん
で
、
だ
ん
だ
ん
と
小
さ

く
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
が
生
き
物
に
有
害
で
あ
る
こ
と
を
詳

し
く
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
現
在
、
す

で
に
膨
大
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
に

た
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
き
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
ク
ジ
ラ
な
ど

が
飲
み
込
ん
で
、
胃
の
中
に
溜
ま
っ
て
し
ま

い
、
命
を
落
と
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
細
か

く
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
５
ミ

リ
以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
か
け
ら
）は
小

さ
い
生
き
物
が
飲
み
込
み
、
食
物
連
鎖
に
よ

り
、
大
き
い
生
き
物
の
体
内
に
入
っ
て
ゆ
く

の
で
す
が
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら

出
る
有
毒
物
質
が
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
高
田
教
授
の

お
話
は
、
教
授
自
身
が
海
で
拾
わ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
実
物
を
使
っ
て
の
生
き
生
き
と
し
た

進
行
で
、
聞
き
手
の
中
学
１
年
生
諸
君
は
、

す
っ
か
り
吸
い
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

先
生
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
生
徒
さ
ん
方
が
、
聞
き
な
が
ら
膨
大
な

ノ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
の
に
ま
ず
驚
き
ま

し
た
。
取
材
に
訪
れ
た
記
者
の
方
も
、
び
っ

く
り
し
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
そ
し
て
、
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
出
て
き
た
質
問
に
も
、
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
あ
る
生
徒
さ
ん
が
、「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
生
物
由
来
の
石
油
か
ら
で
き
て

い
る
の
に
、
ど
う
し
て
生
物
に
分
解
さ
れ
な

い
安
定
し
た
も
の
に
な
る
の
で
す
か
」と
い

う
質
問
を
し
ま
し
た
。
高
田
教
授
は
、
化
学

的
処
理
を
重
ね
て
つ
く
る
か
ら
、
と
回
答
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
質
問
は
、
大
学
の

学
生
で
も
出
て
こ
な
い
す
ぐ
れ
た
発
想
だ
、

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
に
関
す
る
質
問
な
ど
も
あ
り
、

中
学
生
諸
君
の
集
中
力
、
そ
し
て
鋭
い
理
解

力
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

政
府
の
予
想
で
は
、
２
０
５
０
年
に
は
、

魚
の
総
重
量
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

総
重
量
の
方
が
重
く
な
る
そ
う
で
す
。
今
回

の
講
演
を
き
っ
か
け
に
、
中
学
生
諸
君
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
多
用
す
る
こ
と
の
危
険
性

に
自
覚
を
高
め
て
く
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

し
ま
す
。

一宮町長
馬淵 昌也

▲　東浪見甚句碑（東浪見 75 ー 1 付近）
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令
和
元
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
10
月
14

日（
月
・
祝
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課�

☎（
42
）２
１
１
２

心
し
て
遊
べ
る
よ
う
、地
域
に
密
着
し
た
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

町
内
の
海
岸
、
河
川
お
よ
び
道
路
な
ど

の
ご
み
拾
い

■
登
録
要
件

町
の
環
境
美
化
活
動
に
無
報
酬
で
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方

■
登
録
手
続

登
録
簿
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

先
を
記
入（
ご
み
袋
は
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

「
海
洋
へ
の
ご
み
流
出
防
止
に
は
、
川
か

ら
流
れ
て
く
る
ご
み
を
減
ら
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
一
宮
川
の
ご
み
拾
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
大
量
の
ご
み
が
流
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
海
岸
へ

流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
河
川

の
ご
み
を
拾
い
、
景
観
の
悪
化
や
生
態
系

へ
の
影
響
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・受
付
】都
市
環
境
課

�
☎（
４２
）１
４
３
０

小
髙
隆
さ
ん（
１２
区
）
が
、
６
月
の
町

議
会
定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得
て
７
月

１
日
付
け
で
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。小

髙
さ
ん
は
、
地
方
公
務
員
と
し
て
４０

年
以
上
奉
職
さ
れ
、
主
に
建
設
、
土
木
関

係
を
専
門
に
道
路
建
設
や
計
画
の
中
心
と

な
り
、活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
知
識
・
ご
経
験
か

ら
、
教
育
行
政
に
対
し
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）４
５
７
４

町
で
は
、環
境
美
化
の
一
環
と
し
て
、住

民
協
働
に
よ
る
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
目

指
し
、町
民
や
町
を
訪
れ
る
方
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
、ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
安

瑞
宝
章
は
、国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
の
あ
る
方
で
公
務
な
ど
に
長
年
に
わ

た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に
対
し

て
贈
ら
れ
、危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、警

察
官
な
ど
危
険
度
の
高
い
業
務
に
長
年
携

わ
っ
た
方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

■
春
の
叙
勲　
瑞
宝
中
綬
章

　
御
領　
謙（
千
葉
大
名
誉
教
授
）（
釣
区
）

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　
警
察
功
労

　
中
山　
力
夫（
元
県
警
視
）　
（
１６
区
）

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課
☎（
４２
）２
１
７
５

▲　小髙　隆さん

▲　左から御領謙さん、中山力夫さん、町長

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

新
教
育
委
員
が
決
定

防
災
訓
練
実
施
日
の
お
知
ら
せ
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詳
し
く
は
、
９
月
上
旬
に
送
付
す
る
案

内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【 

日 

程 

】

　
一
宮
小
学
校　
　
１０
月
４
日（
金
）

　
東
浪
見
小
学
校　
１１
月
５
日（
火
）

※
時
間
は
、両
校
と
も
午
後
１
時
３０
分
か

ら
で
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）４
５
７
４

一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園（
幼
稚
部
）の

説
明
会
と
令
和
２
年
度
申
込
受
付
を
行
い

ま
す
。

■
説
明
会
・願
書
配
布

　
９
月
20
日（
金
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時

■
申
込
受
付
・面
談

　
10
月
４
日（
金
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
内

【
問
合
せ
】一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園

�

☎（
４４
）７
５
９
７

　
搬
出
：１１
月
１０
日（
日
）閉
会
式
後

【
問
合
せ
・申
込
み
】教
育
課

�

☎（
４２
）１
４
１
６

郷
土
料
理
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

■
と
き　

１０
月
９
日（
水
）、１６
日（
水
）、

２３
日（
水
）

　
全
３
回　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
正
午

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
調
理
室

■
定
員　
１０
人

■
受
付　
９
月
２
日（
月
）午
前
９
時
か
ら

１３
日（
金
）午
後
５
時

中
央
公
民
館
窓
口
に
て

■
参
加
費　
　

２
５
０
０
円（
材
料
代
）

　
※
申
込
時
に
集
金
し
ま
す
。

　

※
申
込
の
際
に
通
知
用
の
ハ
ガ
キ（
表

面
に
本
人
の
住
所
・
氏
名
記
載
）を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。教
室
の
持
ち
物
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】中
央
公
民
館
☎（
４２
）４
５
７
６

令
和
２
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子

ど
も（
平
成
２５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）を
対
象
に
、
各
小

学
校
で
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

芸
術
文
化
、
芸
能
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
、総
合
文
化
祭（
芸
能
音
楽
祭
・
文
化

祭
）を
開
催
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
文
化
祭
の
一
般
参
加
作
品

を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
芸
能
音
楽
祭
」

■
と
き　
１０
月
２７
日（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

「
文
化
祭
」

■
と
き　
１１
月
９
日（
土
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら

�

午
後
４
時
３０
分

１１
月
１０
日（
日
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら

�
午
後
３
時
３０
分

■
と
こ
ろ　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

〜
文
化
祭
・一
般
参
加
作
品
募
集
〜

■
参
加
資
格　
町
内
在
住
・在
勤

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
上
、１０
月
４
日（
金
）

ま
で
に
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
教
育
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
の
搬
入
・搬
出

　
搬
入
：１１
月
８
日（
木
）

　
　
　

  

正
午
か
ら
午
後
５
時

７
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会

会
議
で
、「
待
山
遺
跡
出
土
遺
物
」（
町
教

委
所
蔵
）が
有
形
文
化
財（
考
古
資
料
）と

し
て
、
町
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

指
定
さ
れ
た
文
化
財
は
、
平
成
28
年
に

現
在
の
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
を
建
設
す
る
際

に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し

た
資
料
で
す
。

今
回
の
指
定
で
町
の
指
定
文
化
財
は
44

件
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
は
町
の
歴
史

を
物
語
る
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
私

た
ち
の「
た
か
ら
」で
す
。
こ
れ
か
ら
も

守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

「
待ま

ち
や
ま
い
せ
き
し
ゅ
つ
ど
い
ぶ
つ

山
遺
跡
出
土
遺
物
」
が

町
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
！

芸
術
文
化
の
祭
典

〜
一
宮
町
総
合
文
化
祭
の
お
知
ら
せ
〜

郷
土
料
理
を
作
っ
て
み
よ
う

〜
太
巻
き
寿
司
教
室
募
集
〜

一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
（
幼
稚

部
）
の
説
明
会
・
申
込
受
付

▲　出土遺物の一部（土
は じ き

師器ほか）
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別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課�

☎（
４２
）１
４
３
１

子
育
て
支
援
課�

☎（
４２
）１
４
１
５

（
児
童
扶
養
手
当
）

長
生
地
域
の
新

規
就
農
者
を
確
保
、

育
成
す
る
た
め
、

「
長
生
農
業
独
立
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
設

立
し
、
６
月
１７
日
に

設
立
総
会
お
よ
び

調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。構

成
団
体
は
、長

生
農
業
事
務
所
、Ｊ
Ａ
長
生
、一
宮
町
、白

子
町
、長
生
村
で
、新
規
就
農
者
を
対
象
と

し
た
相
談
窓
口
や
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

各
団
体
の
情
報
と
経
験
を
共
有
し
て
長

生
地
域
の
農
業
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、新
規
就
農
を
お
考
え
の
方
は
、ま

ず
は
当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

長
生
農
業
独
立
支
援
セ
ン
タ
ー

茂
原
市
高
師
１
１
５
３

�

☎（
２４
）５
７
０
０

産
業
観
光
課�

☎（
４２
）１
４
２
８

〜
１０
月
分
）・
２
月（
１１
月
〜
１
月
分
）・

５
月（
２
月
〜
４
月
分
）

■
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
２０

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
そ
の
児
童
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

８
月（
５
月
〜
７
月
分
）・
１１
月（
８
月

〜
１０
月
分
）・
２
月（
１１
月
〜
１
月
分
）・

５
月（
２
月
〜
４
月
分
）

各
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
個

■
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
や
、
親
と
一
緒
に
生
活

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る

手
当

◆
支
給
月

８
月（
４
月
〜
７
月
分
）・
１１
月（
８
月

〜
１０
月
分
）・
１
月（
１１
月
〜
１２
月
分
）・

３
月（
１
月
〜
２
月
分
）

※
１１
月
分
か
ら
は
年
６
回
払
い
に
な
り

ま
す（
２
か
月
分
ず
つ
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
障
害
の
あ
る

児
童（
２０
歳
未
満
）の
福
祉
の
増
進
を
図

り
、
そ
の
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
児
童
の
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

８
月（
４
月
〜
７
月
分
）・
１２
月（
８
月

〜
１１
月
分
）・
４
月（
１２
月
〜
３
月
分
）

■
特
別
障
害
者
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
２０
歳
以
上
の

在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当

◆
支
給
月

８
月（
５
月
〜
７
月
分
）・
11
月（
８
月

７
月
３
日
、

中
国
の
蘇
州

高
新
区
実
験

初
等
中
学
校

の
１
年
生
３５

人
が
一
宮
中

学
校
を
訪
問

し
、
一
宮
中
学

校
１
年
生
と

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

第
１
部
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町
長
か

ら
中
国
語
で
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
や
生
徒
代

表
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
２

部
で
は
交
流
会
と
し
て
、
一
宮
中
学
校
の

生
徒
に
よ
る
町
や
中
学
校
の
紹
介
、
剣
道

を
通
じ
た
武
道
交
流
と
し
て
剣
道
部
に
よ

る
模
範
演
技
や
中
国
の
生
徒
も
参
加
し
て

の
剣
道
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
の
大
縄
交
流
で
は
両
校
の
生
徒

が
混
合
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
大
縄
跳
び
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

最
後
に
中
国
の
代
表
生
徒
の
あ
い
さ
つ

や
両
校
で
記
念
品
の
交
換
を
行
う
な
ど
、

終
盤
に
差
し
掛
か
る
に
つ
れ
て
、
生
徒
同

士
の
心
が
通
じ
合
う
姿
が
見
ら
れ
、
温
か

い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）４
５
７
４

一
宮
中
学
校
と
中
国
の
生
徒

と
の
国
際
交
流
会

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
障

害
者
手
当
な
ど
の
お
知
ら
せ

就
農
相
談
は
「
長
生
農
業
独

立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

手当の種類 支給額

児童扶養手当
（全部支給） 42,910 円

児童扶養手当
（一部支給）

42,900 円 〜
10,120 円

児童数による加算 支給額

児童数が 2 人の
場合

10,140 円 〜
5,070 円

児童数が 3 人以
上の場合

1人増加するご
と に 6,080 円
〜 3,040 円

手当の種類 支給額

特別児童扶養手当
（1級） 52,200 円

特別児童扶養手当
（2級） 34,770 円

特別障害者手当 27,200 円

障害児福祉手当 14,790 円

※支給額は４月からの金額
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歯
科
衛
生
士
が
完
全
予
約
制
で
個
別
指

導
し
ま
す
。普
段
、歯
や
歯
肉
、口
腔
内
に

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
歯
や
口
に
関

心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

町
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
方

■
と　
き

９
月
３０
日（
月
）

午
後
３
時
か
ら
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

■
内　
容

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
指
導

（
歯
科
相
談
・
粘
膜
・
入
れ
歯
の
状
態
・

か
み
合
わ
せ
の
具
合
・
歯
の
汚
れ
の

チ
ェ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
そ

の
他
）

■
持
ち
物

普
段
使
用
し
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

■
費　
用

　
無
料

【
問
合
せ
・申
込
み
】福
祉
健
康
課

�

☎（
４０
）１
０
５
５

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
と
な
り

ま
す
。

７
月
１０
日
に
三
芳
堂
前
の
交
差
点（
国

道
１
２
８
号
）で
、
一
宮
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の
街
頭

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
町
内
全
域
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
、
特
に
死
亡
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
、
ラ
イ
ト
の
確
実
な
点
灯
と
安

全
確
認
な
ど
、
特
に
慎
重
な
運
転
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
外
出
す
る
際
は
、

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
や
反
射
材
を
身

に
着
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】都
市
環
境
課

�
☎（
４２
）１
４
３
０

町
で
は
、
統
計
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
方
は
、選
考
の
上
、町

の
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
ま
す
。
調

査
実
施
時
に
登
録
し
た
方
の
中
か
ら
調
査

員
と
し
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
期
間
中
は
、
１
日
の
う
ち
数
時
間

を
調
査
活
動
に
あ
て
る
な
ど
自
分
で
計
画

し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
定
年

後
の
空
い
た
時
間
や
家
事
の
か
た
わ
ら
に

で
き
る
仕
事
で
す
。

■
登
録
資
格

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き

る
方

②
年
齢
が
２０
歳
以
上
の
健
康
な
方

③
秘
密
の
保
護
が
で
き
る
方

④
税
務
、警
察
及
び
選
挙
に
直
接
関
係
の

な
い
方

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い
方

■
報　
酬

調
査
終
了
後
、国
の
基
準
に
基
づ
き
支

払
わ
れ
ま
す
。

■
必
要
書
類
等

　
・履
歴
書（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　
・口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
・印
鑑

詳
し
い
こ
と
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】企
画
課�

☎（
４２
）２
１
１
３

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
の
方
に
対
し
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
理
解
し
、
安
心

し
て
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も（
小
学
生

以
下
）を
持
つ
保
護
者
な
ど（
６０
人
）

■
と　
き

　
９
月
２６
日（
木
）

午
前
１０
時
か
ら
午
前
１１
時
４５
分

（
受
付
９
時
３０
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

千
葉
県
長
生
合
同
庁
舎
４
階
大
会
議
室　

　
茂
原
市
茂
原
１
１
０
２
ー
１

■
内　
容

講
演「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
食
事
と

栄
養
に
つ
い
て
」

■
講　
師

昭
和
女
子
大
学　
准
教
授

原　
正
美　
先
生

■
申
込
期
限　
９
月
１８
日（
水
）

※
保
育
対
応
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、お

子
様
連
れ
の
方
は
、各
自
で
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・申
込
み
】

千
葉
県
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
長
生
保
健
所
）地
域
保
健
福
祉
課

�

☎（
２２
）５
１
６
７

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
開
催

統
計
調
査
員
大
募
集
！

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

成
人
歯
科
相
談
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長
生
・
夷
隅
地
区
の
福
祉
施
設
が
販
売

会
を
実
施
し
、
地
域
の
方
々
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
方
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
と　
き　
９
月
７
日（
土
）、８
日（
日
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
８
時

（
８
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　
茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ス
モ　
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

■
内　

容　

加
工
食
品
、
パ
ン
、
木
工
、

手
芸
品
、花
苗
な
ど
の
販
売

■
主　
催　
長
生
・
夷
隅
地
区
福
祉
施
設

連
絡
協
議
会

【
問
合
せ
】

障
害
者
支
援
施
設
み
ず
ほ
学
園

�

☎
０
４
７
０（
７６
）４
３
２
１

■
と　
き　
９
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

※
予
約
不
要

※
相
談
手
続
と
遺
言
書
作
成
、
成
年
後
見

制
度
、
農
地
法
・
宅
地
開
発
手
続
き
、

法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と
、
建
設
業
な

ど
各
種
許
認
可
申
請
に
関
す
る
こ
と
、

在
留
資
格
な
ど
国
際
業
務
に
関
す
る
こ

と
な
ど

【
問
合
せ
】

千
葉
県
行
政
書
士
会
長
夷
支
部
相
談
員　

行
政
書
士　
森
田
俊
介

�

☎
０
９
０（
７
４
１
７
）８
３
３
０

■
と　
き　
９
月
２８
日（
土
）か
ら２９日（

日
）

■
と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
九
十
九
里
ヴ
ィ
ラ
そ

と
ぼ
う

■
内　
容　
２８
日　
一
泊
交
流
会

　
　
　
　
　

２９
日　

午
前
講
演「
い
す
み

鉄
道
」午
後「
筆
談
サ
ロ
ン
」

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

【
問
合
せ
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
難
協

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
４
７（
４
３
２
）８
０
３
９

�

*ccnk

39@
kzd.biglobe.ne.jp

町
で
は
、
６５
歳
以
上
で
生
活
機
能
の
低

下
が
心
配
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
介
護
予

防
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開

催
し
ま
す
。『
気
軽
に
』、『
毎
日
で
き
る
』ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

①
介
護
認
定
が
要
支
援
１
・
２
の
方

②
介
護
認
定
は
受
け
て
い
な
い
が
、
生

活
機
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
方

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
介

護
予
防
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
診
断

を
行
い
ま
す
。

■
と
き　
１０
月
か
ら
３
月
の
毎
週
水
曜
日

　
（
年
末
年
始
は
お
休
み
）

■
と
こ
ろ

ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ「
ア
ク
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

※
希
望
さ
れ
る
方
に
は
送
迎
あ
り

※
会
場
は
２
階（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
）

■
利
用
料
金　
１
回
２
０
０
円

■
募
集
人
員　
８
人

■
申
込
期
限　
９
月
２５
日（
水
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
終
了

※
教
室
生
に
な
っ
た
方
に
は
、
後
日
、
教

室
の
詳
細
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

福
祉
健
康
課
介
護
保
険
係（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）�

☎（
４０
）１
０
５
５

梅
雨
が
始
ま
る
６
月
は
、
ホ
タ
ル
の
季

節
。
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
田
ん
ぼ

に
沿
っ
て
流
れ
る
松
子
川
に
は
、
毎
年
多

く
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
は
か
な
い
光

の
演
舞
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
年
は
６

月
８
日
に
観
察
会
を
開
催
し
、
４０
名
ほ
ど

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
気
温
の
低
い

夜
で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
光
っ
て
ふ
わ
っ

と
消
え
る
幻
想
的
な
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
光

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
田
ん
ぼ
を
す
み
か
と
す
る
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
耕
作
さ
れ
な

く
な
っ
て
２
年
目
の
出
来
事
で
す
。

【
問
合
せ
】一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

�

吉
田 

☎（
４２
）６
７
８
４

�

小
池 

☎（
４２
）８
１
４
２

第
20
回
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
の
集
い

秋
の
生
き
活
き
フ
ェ
ア

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

ホ
タ
ル
観
察
会

〜
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
〜

介
護
予
防
教
室

シ
ー
サ
イ
ド
に
こ
に
こ
倶
楽
部

〜
参
加
者
募
集
〜
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そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談

◆と　き　９月５日（木）
　　　　　午後１時 30分から

午後４時
◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要

【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　９月 17日（火）

午後１時 30分から
午後３時 30分

◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方

※要予約　１人 20分
【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　９月 12日（木）
　　　　　午後１時30分から午後 5時
※要予約　１人 30分

【問合せ】
　秘書広報課　☎ （42）2175

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

今回は認知症になる前段階である「軽度認知障害（MCI）」についてのお話です。
軽度認知障害は、正常な状態と認知症のちょうど間の段階です。この状態を「Mild Cognitive 
Impairment＝MCI」と呼び、日本では軽度認知障害と訳されています。認知症の前段階として、認知
症と同じような症状が見られることもありますが、日常生活に大きな支障はありません。早い段階で気
づいて、生活改善などを行えば、認知症への移行を予防することも期待できます。軽度認知障害（MCI）
になったかどうかの判断は、病院での診察と検査を受けてみなければわかりませんので、かかりつけ医
がいる場合は、まずかかりつけ医に相談してみましょう。

　次回は「軽度認知障害（MCI）の予防や対策」についてです。

【問合せ】地域包括支援センター　　☎ （40）1055

●同じ会話をすることが多くなった
●同じ質問をくりかえす
●日付や曜日がわからない
●段取りが悪くなり、家事や炊事がスムーズに行えない
●外出時に服装や髪型に気を使わなくなった
●最近会った人や仲の良い人の名前を思い出せない
●物の置き忘れやしまい忘れが増える
●道に迷う
●疑い深くなったり、怒りっぽくなった
このようなことがしばしば起こるようなら、軽度認知障害かもしれません。早め
に医師に相談することをおすすめします。

◆ 軽度認知障害を疑う症状や兆候 ◆
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子のみ
なさんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に
一緒に参加しませんか？お気軽にお申込み下さい。お待ちしております。
保護者と共に子どもの成長を喜び合い、子育てをサポートします。

映画会・誕生会に
親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　９月 18日（水）
　　　　　午前 10時から
◆内　容
『アラジンと不思議なランプ』他
誕生会
◆と　き　９月 26日（木）
　　　　　午前 10時から
※要予約（月〜金曜日）

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をいたします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。小さい頃に見た絵本は一生
の宝物。

【９月のテーマ】
『乗り物あつまれ！』
　電車、バス、ひこうき、ふね、パ
トカー、消防車など…たくさんの乗
りもの「みんなどれに乗りたい！？」
まだ字が読めない子どもたちでも大
丈夫、たくさんの乗り物が色彩豊か
に描かれていて見るだけでも楽しめ
る絵本を集めてみました。親子で楽
しんでみてはいかがですか！？
◆と　き　午前９時から午後４時
（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

庭を開放しています
保育所の広いお庭で遊びませんか？
すべり台・ぶらんこ・ボールや砂場
遊び玩具などがたくさんありますよ。
◆と　き　午前９時から午後３時
　　　　　（月〜金曜日）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室

「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。

◆と　き　９月３日（火）15 組
『作ってあそぼう（さか
なつり）』

　　　　　９月 17日（火）15組
　　　　　『ボールであそぼう』
　　　　　午前10時から午前11時
　　　　　（午前９時４５分〜受付）

※要予約（月〜金曜日）
※駐車場 10台可能
※お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間
月～金曜日　午前９時から午後３時　予約は要りませんが、登録をしていただきます。
（ランチタイム正午から午後１時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）

今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○英語で遊ぼう	（対象　1歳）	 9 月 4日（水）午前 10時 30分から
○みゆき先生のリトミック	 9 月 27日（金）午前 10時 30分から

【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（42）7424

子育て支援室「しおかぜ」
　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催していま
す。絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　ベビマクラブ　9月 18日（水）午前 10時 30分から　参加費 300円（初回のみオイル代 500円）
　　手から伝わる愛情アタッチメントで赤ちゃんとのコミュニケーションを育みましょう。※初回のみ要予約
○　たまひよ部（毎月１回開催）　9月 26日（木）午前 10時 30分から
　　【テーマ】「保育園こども園…何が違うの？情報会」　参加費 300円（お茶お菓子付き）

【イベントに関する問合せ】マミーウェイたまひよ部☎ 050（3577）1335　*tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　９月６日（金）
　　　　　午前１０時から正午
※要予約（月〜金曜日）
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ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉法人一宮町社会福祉協議会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

 
 
 
 

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター No.60

今回は、海岸沿いの道路（県道・飯岡一宮線）を“何時も花いっぱいの活動”を続けている一宮町
勤労者福祉対策協議会の活動を紹介します。
この活動は、一宮町町政120周年記念事業の一環としてスタートし、その後、千葉県が始めた「千
葉県道路アダプトプログラム：県道の道路環境美化活動をするボランティア』に応募し、今年で８
年目を迎えることとなりました。夏の暑い期間の二日置きの散水作業（約２時間）は、高齢者会員の
多い中、一番苦労しているところです。
また、発足以来 50有余年にわたり続けている活動として、
	 ＊人に優しい人づくり、思いやりを持った人づくり
			   ⇒　ＪＲ上総一ノ宮駅備え付けの『黄色い貸し洋傘』
	 ＊ＪＲ利用者の利便性を図ると共に、一宮町への居住者増加に繋げる活動
			   ⇒　ダイヤ改正の都度配布されている『手製のポケット時刻表』
	 ＊きれいな町づくりを目指し、皆で手を繋ぎましょう
			   ⇒　『勤労者ふれあい花ロード』づくり
があります。これらは、今は亡き諸先輩たちが町民として共通の義務と権利を守り『住み良い地域
社会づくり』の一環として取り組んできた活動であります。

※お願い
現在、会員の高齢化に併せ、勤労者等の価値観の変化により会員の減少が続いており、「千葉県道
路アダプトプログラムボランティア」への参画も、16区シルバー会や伊勢化学工業の皆さんからご
支援・ご協力をいただいて活動しています。私たちの活動にご賛同いただき、共に汗を流して『住み
良い地域社会づくり』にご協力していただける会員を募集しています。

一宮町社会福祉協議会では、日常生活上の相談に応じ、適切な助言や援助を行う窓口として、心配ごと相談所を開設してい
ます。秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

と　　　き		  毎月第４木曜日　午前９時から正午まで
と　こ　ろ		  一宮町社会福祉協議会
対　　　象		  町内在住の方

【 問 合 せ 】		  社会福祉協議会　☎（42）３４２４（予約不要）

心 配 ご と 相 談

◇ 一宮町勤労者福祉対策協議会 ◇

▲ 千葉県道路アダプトプログラム▲ きれいな町づくりを目指します▲ 皆で和気あいあいと活動しています
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保健センターだより

８ 月 の レ シ ピ
一宮町食生活改善会

ジカウイルス感染症に注意しましょう
「ジカウイルス感染症」をご存知でしょうか？「ジカウイルス感染症」は、妊婦さんが感染すると、胎児への影
響が心配されているため、注意する必要があります。
どんな病気？
蚊が媒介する感染症です。ウイルスを持っている人を刺した蚊の体内でウイルスが増え、その蚊に刺された
時に感染します。熱帯地域に生息する「ネッタイシマカ」が主な媒介蚊ですが、日本では、ヤブカといわれる「ヒ
トスジシマカ」が媒介蚊になる可能性があります。人から人への感染の心配はありません。しかし少数ですが、
輸血や性行為感染の可能性が報告されています。
症状は？
２〜 12日ほどの潜伏期間の後（多くは２〜７日）に発症します。よくみられる症状は、軽度の発熱・頭痛・
発疹・筋肉痛・関節痛・倦怠感・結膜炎などですが、これらの症状は軽く、２〜７日続いて治ります。感染して
も症状があらわれなかったり、必ず熱が出るとも限らないため、感染に気づかないこともあります。
問題点は？
ジカウイルス感染症の最も大きな問題は、感染した妊婦さんから生まれた赤ちゃんに小頭症が発生する可能
性があることです。流行地は中南米、アフリカ、アジア太平洋地域です。特に妊娠している人および妊娠の予定
がある人には、流行地に行くことへの注意が呼びかけられています。また、普段から蚊に刺されないよう注意が
必要です。
予防するには？
【対策１】蚊の発生予防および駆除（ボウフラの発生源となる身近な水溜りをなくしましょう。）
【対策２】家屋への蚊の侵入を防ぐ（殺虫剤や蚊取り線香を利用したり、網戸をつけて侵入を防ぎましょう。）
【対策３】蚊に刺されないように工夫する（蚊のいそうな場所では肌の露出が少ない服装にしましょう。虫除け

スプレーなどの使用も効果的です。）
【対策４】流行地に行くときは、注意をしましょう（妊婦、妊娠を予定している女性、パートナーは流行地への旅

行は控えたほうがいいでしょう。）

トマトの和え物

〈材　料〉〈４人分〉

トマト� 3個
カットわかめ� 6ｇ
しらす� 60ｇ
きび砂糖� 大さじ 2
米　酢� 大さじ 2
ごま油� 大さじ 2

〈作り方〉１人分エネルギー７０Kcal　塩分０. ９ｇ
①　トマトは一口大に切る。
②　カットわかめはお湯で戻し、戻ったら水気を切り、ボールに入
れ、調味料Ａを加える。

③　②に①としらすを加え和える。

　いつものトマトもちょっとした工夫で立派なおかずにな
りますね！しらすとわかめの塩味を活かして、しょうゆや
塩は使いません。
　夏真っ盛り、トマトの抗酸化作用で元気に乗り切りましょ
う !!

調味料Ａ}
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保健センター
９月　 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
詳しくはお問合せください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内 　 容  ・ 対　  象 場 　所
育 児 相 談（ 予 約 制 ） ３日（火） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー

マ タ ニ テ ィ 教 室
（ 第 １ 回 目 ） 10 日（火） 受付 13：15〜 13：30 妊婦およびその家族

親 子 ふ れ あ い 教 室 12 日（木）

9：30～ 10：30
あそびの教室
１歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

10：45～ 11：45
あそびの教室
０歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

マ タ ニ テ ィ 教 室
（ 第 ２ 回 目 ） 18 日 ( 水 ) 受付 13：15〜 13：30 妊婦およびその家族

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 19 日（木） 受付 9：20〜 9：30 町内在住の希望者

※お問合せください
２ 歳 児 歯 科 健 診

20 日（金）
受付 13：00～ 13：15 平成 29年６月生まれ

３ 歳 児 健 診 受付 13：15～ 14：00 平成 28年４月〜６月生まれ

乳 児 相 談 26 日（木）

受付 13：00～ 13：10 ４か月児

受付 13：15～ 14：00
７か月児・12か月児
※７か月児と保護者の方には、
あわせて『ブックスタート』が
あります。

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 27 日（金） 9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談
マ タ ニ テ ィ 教 室
（ 第 ３ 回 目 ） 30 日（月） 受付 13：15〜 13：30 妊婦およびその家族

成人歯科相談（予約制） 30 日（月） 15：00〜 16：00 20歳以上の希望者
※お問合せください

あ そ び の 広 場

　２日（月）・　４日（水）・　５日（木）
　６日（金）・　９日（月）・１１日（水）
１３日（金）・１７日（火）・１８日（水）
１９日（木）・２４日（火）・２５日（水）
３０日（月）

  9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
18日（水）11：00〜 11：30　ボランティア「赤とんぼ」
24日（火）10：30〜 11：30　ボランティア「ゆりかご」

　

け ん こ う 運 動 教 室

2 日（月）

受付 13：10～ 13：30

65歳以上の希望者（作品づくり）
保 健 セ
ン タ ー10日（火） 65歳以上の希望者（リズム体操）

25日（水） 65歳以上の希望者（貯筋体操）

東浪見けんこう運動教室
9 日（月）

受付 9：45～ 10：00
65歳以上の希望者（元気アップ体操）東 浪 見

コ ミ ュ
ニ テ ィ
セ ン タ ー25日（水） 65歳以上の希望者（バランスアップ体操）

肺がん（喀痰）検診

４日（水）

受付 8：45〜 10：00

検診の通知は 40歳以上の方で
①今年度胸部レントゲン検診質問項目で喫
煙指数（１日喫煙本数×年数）が 600以
上の方
②昨年の喀痰検診を受診した方に送付いた
します。詳細は、保健センターまでお問
合せください。

５日（木）

【今月の健診】
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いちのみや
広報カレンダー 2019

いちのみや 99

ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119にお問い合わせ
するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

休

●
１コース ２コース ３コース

（中央消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45～ 22：45
茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  （19：00～翌朝６：00）
９月30日（月）

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00～翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず へ「１１９」

期日までに納めましょう。

夜間急病診療所

国 民 健 康 保 険 税（第３期）
介　護　保　険　料　（第３期）
後期高齢者医療保険料（第３期）

※カレンダーは９月の予定です。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
小中学校始業式 親子教室「ひよこ組」 人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」

上総国一宮まつり

休 K・Iクリニック
☎（42）7575

8 9 10 11 12 13 14
町長室開放日

上総十二社祭

休 秋 場 医 院
☎（42）3323

15 16 17 18 19 20 21
法律相談
親子教室「ひよこ組」

定例議会

休 藤島クリニック
☎（47）3056

休 もといハッピークリニック
☎（36）3537

22 23 24 25 26 27 28
九十九里トライアスロン 心配ごと相談

休 睦沢診療所
☎（44）2236

休 清 水 医 院
☎（42）2950

29 30

休 長生診療所
☎（32）3303

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ
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